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要旨
　今日の日本語教育の多様化を受け、様々な学習諸条件の違いに対応でき、効果的なカリキュラムの立案、適
切な教材の開発や教授法の選択が行える、実践的な日本語教員の養成を目指すために、本学は中国淮北師範大
学と連携し、日本語教育に関する交流活動を行った。従って、本研究は両大学の教員らが日本語関連科目の授
業見学、参加や集中講義などの実践を行い、教材作成・教授方法・評価方法などを実習することによって、日
中日本語教育を比較することを目的とするものである。
キーワード
日本語教育、朗読と発音、日本文学
Ⅰ．はじめに
　2013 年 10 月 30 日、長崎短期大学国際コミュニケーション学科と中国淮北師範大学日本語学科と学術・教
育交流に関する協定をした。協定の第 1 条（双方は相互尊重、平和互恵、友好協力の原則をもって、次の事項
についての実施と発展に努力する。①教員の交流、②学生の交流、③留学生の派遣、④学術資料、刊行物およ
び学術情報の交換。）に基づき、本学の教員 2 名（国際コミュニケーション学科教授・小嶋栄子、講師・章潔）
が淮北師範大学からの要請を受け、2015 年 11 月 23 日から 27 日までの 1 週間にわたって、中国淮北に赴き、
師範大学で集中講義を行った。受講対象者は淮北師範大学の日本語学科の学生 141 名である。そのうち、3 年
生は 29 人（2013 年 9 月入学）、2 年生は 57 人（1 組 29 人、2 組 28 人、2014 年 9 月入学）、1 年生は 55 人（1
組 27 人、2 組 28 人、2015 年 9 月入学）である。また講義内容は、小嶋教授担当の「日本の文学」と章講師担
当の「発音と朗読」の 2 科目となっている。以下の表 1 に本学教員が実施した集中講義のスケジュールを示した。
写真　集中講義・日本文学（2015 年 11 月 24 日、章撮影）
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表 1　集中講義時間割
11 月 23 日
月曜日
24 日
火曜日
25 日
水曜日
26 日
木曜日
27 日
金曜日
1 限
8：00 ～ 8：45
章
発音と朗読①
1 年 1 組
章
発音と朗読①
1 年 2 組
章
発音と朗読③
3 年
小嶋
日本の文学①
2 年 2 組
章
発音と朗読③
1 年 1 組
2 限
8：55 ～ 9：40
章
発音と朗読②
1 年 1 組
章
発音と朗読②
1 年 2 組
章
発音と朗読④
3 年
小嶋
日本の文学②
2 年 2 組
章
発音と朗読④
1 年 1 組
3 限
10：00 ～ 10：45
小嶋
日本の文学①
3 年
小嶋
日本の文学③
3 年
小嶋
日本の文学⑤
3 年
小嶋
日本の文学⑦
3 年
小嶋
日本の文学⑨
3 年
4 限
10：55 ～ 11：40
小嶋
日本の文学②
3 年
小嶋
日本の文学④
3 年
小嶋
日本の文学⑥
3 年
小嶋
日本の文学⑧
3 年
小嶋
日本の文学⑩
3 年
5 限
14：30 ～ 15：15
章
発音と朗読③
1 年 2 組
章
発音と朗読⑦
3 年
6 限
15：25 ～ 16：10
章
発音と朗読④
1 年 2 組
章
発音と朗読⑧
3 年
7 限
16：30 ～ 17：15
章
発音と朗読①
3 年
小嶋
日本の文学①
2 年 1 組
章
発音と朗読⑤
3 年
8 限
17：25 ～ 18：10
章
発音と朗読②
3 年
小嶋
日本の文学②
2 年 1 組
章
発音と朗読⑥
3 年
Ⅱ．日中日本語教育の比較
1．考察①（章、李）
　今回の集中講義において、主に日本語の発音と朗読に関するプログラムを行った。また、ルーブリック評価
を導入し、「五十音」（あ～ん）、「発音」（長音、促音、拗音、拗長音、濁音、半濁音）、「アクセント」（0 型、1
型、2~N 型）、「朗読」（流暢さ、緩急抑揚、ポーズ、発声の力、理解度）の四項目に分けて、効果を測定した（表
2 を参照）。ルーブリック評価を計 4 回実施し（2015 年 11 月 1 回「集中講義最終回」、12 月 2 回・2016 年 1 月
1 回淮北師範大学教員実施）、その結論としては以下の四点にまとめてみた。
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表 2　発音・朗読ルーブリック評価表
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　第一、中国の方言は、時には日本語の発音に良くない影響を与えるが、練習すれば克服できる。師範大学の
学生の多くは安徽省の出身である。安徽省（特に南部）の方言の特徴の一つは、ピンイン（中国語の表音ロー
マ字）の中の「N」と「L」、この二つの発音の仕分けができないことである。そのため、安徽省出身の学生た
ちにとって、日本語の「ナ（Na）」行と「ラ（La）」行の発音の区別がとても難しい。ほとんどの安徽省出身
の学生は最初の五十図の学習において、いくら練習しても「ナ」行と「ラ」行を区別して正しく発音すること
ができなかった。しかし、一年の前期が終わる頃は、練習をすることによって、この問題をほぼクリアできる
ようになった。
　第二、文法の勉強は日本語の朗読力の養成に役立つ。長崎短期大学の教員たちによる集中講義が終了したあ
と、発音・朗読のルーブリック評価をさらに 3 回にわたって行った。その 3 回の点数を比較すると、学生たち
の朗読力が徐々に向上していくようになったことが分かった。学生たちと一緒にその理由を分析してみた。結
論としては、主に、文法の習熟度のアップによって、朗読文の内容についての理解度も高まっていくことが挙
げられる。朗読する時、練習文のポーズやプロミネンスもだんだん分かるようになり、上手になっていく。
　第三、日本のドラマを見たり、漫画を読んだりすることなどは日本語の良き語感の形成に役立つ。師範大学
の日本語学科の一年生は全員、入学する前に日本語を勉強したことがないが、今回の測定の中で、同じ練習時
間でも、上手に読めるようになった学生とそうでもない学生がいた。学生たちに聞き取り調査を行ったところ、
良い点数が取れた学生のほとんどは普段、日本のドラマやアニメや歌に興味があり、よくドラマやアニメを見
たり、歌を聞いたりして、その中に出てくる日本語の発音を真似したりする者である。「ナマ」の日本語に積
極的に触れることがこの差を生んだ原因だと考えられる。
　第四、学生たちの日本語朗読力を高めることは、かれらの総合的な日本語能力の向上につながる。多くの学
生は今回の集中講義を通して、「より流暢できれいに日本語を朗読できるようになったと実感した」と感想を
述べた。また、日本語を声に出して読むことによって、文法や語彙の暗記も速くなり、聴解練習の正解率も上がっ
たという。
　以下は 1 年 1 組の学生たちの感想の抜粋である（実名掲載可のみ）。
王　超：今回の集中講義はとても勉強になって、いい経験となった。将来、日本へ留学に行きたいので、この
経験を活かして頑張りたい。　
王建軍：朗読の練習文だが、まだ勉強してなかった文法があり、読んでも理解できなかった部分もあった。最
初の朗読も流暢ではなく、アクセントも正しくなかった。これからも努力して、上手になりたいと思う。
王月麗：朗読は日本語を正しく読むだけではなく、感情を込めて、うまく情景を相手に伝えなければならない
と思う。
欧陽丹：私の感想は三つ。①たくさん朗読練習をすれば、すぐ上手になれる。②たくさん練習をすることで、
自信もついてくる。③朗読練習をよくすれば、日本文化にも触れることができる。
管如帆：今回の集中講義を通して、私が「自信を持つこと、正しく発音をすること、こまめに練習をすること」
の大切さを痛感した。
胡同春：今回の集中講義はとても有意義で、忘れられない思い出になった。
胡頴萱：私は日本語のアクセントが一番難しいと思う。特にその練習文の意味が分からなかったので、正しく
朗読できなかった。
曹　蕾：私たちは日本語専攻の学生なので、朗読と発音の練習をやり続けなければならない。
張　君：発音とアクセントは極めて重要。これからも頑張っていきたいと思う。
陳聞簫：朗読と発音の練習や日本語の暗記は少し退屈だが、やりがいや達成感が感じられるので、楽しみだ。
陳月煒：これからは、間違えても、大きな声で発音するように頑張っていきたい。
程慧嫻：最初はあまり朗読と発音の練習をしたくなかったが、何回も何回も練習するうちに、徐々に「上手に
なったのかな」と実感した。
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董　静：言語の学習においては、「読む・話す」能力がとても重要。
2．考察②（小嶋）
　ここでは、中国語を母語とする学習者が、中国語の影響によって起きる誤用を意識でき、自己修正できるよ
うになることを目的として、淮北師範大学の学生たちの作文に見られる誤用の主なタイプを分析し、その誤用
を直すための指導を提案した。（長崎短期大学で学ぶ中国人留学生たちとの誤用の比較は、次回に譲ることに
する。）
１）教材と方法
　「日本の文学」の授業として、３年生対象に合計 10 時間（日本の授業数で５コマ）の授業を行った。初めの
２時間で、日本の古典文学を理解してもらうため、源氏物語の大まかなあらすじと源氏と若紫の生涯にわたる
関係を講義した。（毎時間最後の 10 分間で日本のことわざや四字熟語についてもＤＶＤを見ながら解説した。）
　次の７時間を使って、芥川龍之介「くもの糸」を全文、語彙や状況の解説を加えながら読んだ。配布したプ
リントは「くもの糸」のテキストだけが載っているものだったので、物語の進展にしたがって、黒板に「蓮の
花が浮かぶ池」「お釈迦様」「カンダタ」「くもの糸」「追ってくる罪人たち」の様子を描き、学生たちが物語の
イメージを膨らませやすいように工夫した。
　最後の１時間で、学生たちに次のようなテーマで作文を書かせ、この作文の中に見られた誤用例をタイプ別
に分析した。
　課題１　お釈迦様の気持ちになって、カンダタに言いたいことを 200 字以内で書きなさい。
　課題２　カンダタの気持ちになって、反省の言葉などを 200 字以内で書きなさい。
　課題３　この授業を受けた感想を書きなさい。
２）具体的な誤用例とその修正のための指導
　以下に主な誤用部分を下線と太字で示す。それぞれの文の後ろには、課題番号を付した。（該当箇所以外も
原文のまま掲載してある）
（1）中国語の発想をそのまま日本語にもちこんだ誤用
　ア　これは、君にの考査でした。（１）
　イ　人間として、あまり自私で欲深いならばだめだ。（３）
　ウ　しかし、彼（カンダタ）の根性は良いと思う。（１）
ア～ウは、中国語の名詞の意味をそのまま日本語に持ち込んだものである。
アは「テストあるいは試練」を「考査」とした誤り、イは「利己的」を「自私」とした誤り、ウは「生まれつ
きの性格」を「根性」とした誤りである。これらの誤用は、中国語の意味に相当する日本語の名詞を学習する
ことで、比較的容易に改善できると思われる。
　エ　他人を傷害する。（２）
　オ　地獄から解脱されると思う。（２）
　エ～オは、中国語の動詞の意味をそのまま日本語に持ち込んだものである。
　エは「傷つける」を「傷害する」とした誤り、オは「脱け出す」を「解脱される」とした誤りである。エに
関しては、文全体から意味を察することはできるが、日本語では「他人を傷害する」という表現は一般的では
なく、和語を用いた「他人を傷つける」という表現（いわゆる柔らかい表現）が一般的であることを指導する。
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オに関しては、日本語の「解脱」という表現は非常に古めかしく、かつ仏教的な意味を含んで用いられること
がほとんどなので、「地獄から脱出する」あるいは「地獄から脱け出す」という表現に必ず変えなければなら
ないことを指導する。
（2）名詞につく助詞の使用法の誤用
ア 小嶋先生はいろいろな日本のことわざと四字熟語が私たちに解説した。（３）
イ そこで、遠い天上から、くもの糸がみつけた。
ウ 命に対して、私たちは尊敬した態度が持たなければならない。（２）
エ そうしてその相当の罰をうけて、もとの地獄へ落ちてしまったのが、よく反省して下さい。（１）
オ しかたがない、地獄の底にしっかり反省せよ。（１）
ア～エは他動詞に続く名詞には助詞「を」をつけるべきところを「が」にしてしまった誤りである。次の（3）
でも述べるが、中国語には日本語のような助詞がなく、さらに自動詞と他動詞の区別もないため、この両方を
セットにして指導する必要がある。
オは「地獄の底で」を「地獄の底に」とした誤りである。場所を示す名詞につける助詞は、原則としてあと
にくる動詞が「ある、いる」の場合は「に」、それ以外は「で」であることを徹底的に指導する。
（3）動詞の使用法の誤用
ア どうして、おしゃかさまはくもの糸を切れたか。（２）
イ 今から、自分の罪業を減るために静かに修行しなければならない。（２）
ウ この環境描写は極楽世界のきれいさを現れた。（１）
ア～ウは、他動詞とすべきところを自動詞にした誤用である。中国語の動詞には自動詞と他動詞の区別がな
いので、本学中国人の留学生たちへの指導でも苦労する点である。そこで、日本語の動詞を指導する最初の段
階で「切る・切れる」「減らす・減る」「現す・現れる」のように、常に他動詞と自動詞を対にして指導するよ
うにしている。
エ おしゃかさま、今の私は自分の誤るが十分わかりました。（２）
オ 私は人の考えと気持ちを操るできない。（１）
カ いいことをするによって私の罪を減る。（２）
キ 今までは他の人間を殺したの考えは浅ましい。（２）
ク それはくもをふみころさずのことだった。（２）
エ～クは、名詞にすべきところを動詞のまま用いている誤用である。
エは単純に「誤る」を「誤り」に直せばいいことを指導する。
オ～キは「操ることができない」を「操るできない」、「することによって」を「するによって」、「殺したことの」
を「殺したの」とした誤りである。中国語では動詞と名詞の形が同じになるので、日本語にする場合にもこの
ような誤用が起きてしまうと考えられる。そこで、日本語では動詞を名詞にする場合は「～すること」という
用法があることを指導する。
クは「ふみころさないこと」を「ふみころさずのこと」とした誤りである。この誤用の指導は重要で、「ふ
みころさず」という表現は体言には続かないので「ふみころさない」と表現すること、さらに「ふみころさない」
に「こと」という体言をつけるときは「の」は必要ないこと、を指導する。
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　ケ　でも、私もたった一つよいことをいたする（２）
　コ　そんな苦しい生活は、私が耐えない。（２）
　サ　血の海で受けた苦しみを、もう二度と受けられたくない。（２）
　シ　あとはずっと地獄にいらなければならないだろう。（２）
　
　ケ～シは、動詞の形の変化に関する誤用である。
　ケは「した」を「いたする」とした誤りである。これは三重の誤りを犯している。まず「する」に対して「い
たす」という謙譲語を用いていること、次に「いたす」という形を「いたする」という「～る」という形から
類推した形にしていること、最後に「いたす」を過去形にするならば「いたした」とすべきところを「いたす
る」という現在形のまま用いていることである。中国語には動詞の過去形という概念はないので、日本語の「す
る－した」の現在と過去の対立をきちんと指導する必要がある。
　コとサは、両者とも受動形に関する誤用で、コは「耐えられない」を「耐えない」とした誤り、サは「受け
たくない」を「受けられたくない」とした誤りである。コは「耐える」という動詞の受動形「耐えられる」を
指導する。サは「受ける」は動詞そのものの意味の中に受動性を含んでいるので、「受けられる」という受動
形は「（自分も受けるはずだった）母親の愛情を弟に全部受けられてしまった」のように迷惑性を表現すると
き以外は用いないことを指導する。
　シは「いなければならない」を「いられなければならない」とした誤りである。「いる」の「～しなければ
ならない」の形は「いなければならない」であることを指導する。これは、いわゆる学校文法の「上二段活用」
か「五段活用」かの問題にも関係してくることで、学生たちは「いる」を五段活用と勘違いしてしまったこと
から起きた誤りであり、動詞の活用形を「しっかりと」学習していたからこそ起きたことだったとも言えよう。
（4）形容詞の使用法の誤用
　ア　授業は始めて全部日本語でする。難しいだけど、楽しい。（３）
　イ　（地獄から救い出してくれるチャンスを得て）彼はその時、本当に楽しんだ。（２）
　ウ　私はやすい理解して、この文学の粗筋と啓発が先生の授業の時、よくわかった。（３）
　エ　それに、日本有名なひとつ文学作品も詳しくて解説した。（３）
　アは「難しいけれど」を「難しいだけど」にした誤りである。日本語の「い形容詞」に「けれど（けど）」
などの接続助詞が接続するときには「もとの形のままで接続する」ことを指導する。
　イは「楽しかった」を「楽しんだ」にした誤りである。日本語の「い形容詞」の過去の形の作り方「語尾の『い』
を取って『かった』をつける」という方法を指導する。
　ウ～エは、副詞を用いるべきところを形容詞を用いてしまった誤りである。ウは「たやすく（簡単に）」を「や
すい」に、「詳しく」を「詳しくて」にした誤りである。両者とも、日本語の形容詞を副詞に変えるときの形
の変化を指導する。
（5）副詞の使用法の誤用
　ア　偶然であのいいことをやった時はおしゃか様に見られた。（３）
　イ　この文学によって、私は深刻に勉強になった。（３）
　ウ　先生、相当にありがとうございました。（３）
　
　アは「偶然」を「偶然で」とした誤りである。日本語では「偶然で」という使用法はほとんど見られず「偶然」
だけで使用することを指導する。
　イ～ウは語彙の使い方そのもの関する誤用で、イは「深く」を「深刻に」、ウは「本当に」を「相当に」と
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した誤りである。両者は「文法的」誤りとは言うよりも、むしろ中国語の意味をそのまま日本語に持ち込んだ
ものと考えられ、（1）と同様、語彙選択の誤りであること、日本語での適切な副詞を指導する。
（6）コロケーションの違い
ア あまり利己的で、却って、自分を深くて絶望の淵に押してしまった。（３）
イ 芥川龍之介の「くもの糸」の原文は、人間の「悪」を披露することを目指す。（３）
ウ 私はたくさん知識を勉強した。（３）
エ 彼が私利私欲でこのチャンスを費やしてしまった。（１）
オ 君と一緒にはいあがった罪人はたくさんで、君にプレッシャーをあげた。（１）
カ だから、私は一つ機会を創造する。（１）
ア～カはコロケーションの違いによる誤用である。アは「絶望の淵に追いやって」を「絶望の淵に押して」、
イは「『悪』をさらけだす」を「『悪』を披露する」、ウは「知識を得た」を「知識を勉強した」、エは「チャン
スを使い果たして」を「チャンスを費やして」、オは「プレッシャーを与えた」を「プレッシャーをあげた」、
カは「機会を作る」を「機会を創造する」とした誤りである。これらはすべて中国語の発想をそのまま日本語
に持ち込んだものなので、一つ一つの言葉の意味を指導するだけでなく、コロケーションとして「セットで指
導する」ということが重要である。
Ⅲ．おわりに
　第二外国語を学ぶ場合、従来の行動主義の学習理論では「学習者の発話に現れる誤用は教材の不適切さや学
習の不完全さを示すもので、即座に訂正を加えることによって除去されるべきものである」と考えられてきた。
しかし、ここ 30 年間の中間言語（学習者の第二言語能力の総体）の研究は飛躍的に発展し、中間言語は、学
習者の心的なメカニズムによって形成された、学習者の母語の体系とも目標言語の体系とも区別される独自な
システムであることが明らかにされてきた。
そのため、学習者の母語の影響に関する研究は軽視されがちな傾向が続いたが、再度近年、またそれらの影
響も考慮に入れた観点から吟味し、一連の第二言語習得の規則性に関する研究が見直されてきている。つまり、
実証的な研究によって得られたデータを詳しく調べることによって、母語の影響の重要性が再び研究者の関心
を集めるようになったのである。
　本稿では、このような知見をもとに中国人学生たちの日本語作文の誤用を分類し、それに対する指導を提案
したが、事例を列挙したにすぎず、体系的な指導法にはまだまだほど遠い。タイトル中に「比較」という言葉
があるように、次稿では、これらの誤用とその指導法を本学留学生のそれと比較したいと考えている。
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